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Ⅰ .事業の状況  

1． 顕   彰  

本 財 団 定 款 第 4 条 第 1 項 第 1 号 及 び 第 2 項 に 基 づ き 、 次 の 個

人 に 対 し 、 第 2 9 回 「 全 税 共  人 と 地 域 の 文 化 賞 」 を 贈 呈 し た 。  
 
【 伝 統 工 芸 技 術 分 野 】  

青 木  昭 夫 （ 長 野 県 長 野 市 ）  
 

「 た ま や ～ 、 か ぎ や ～ 」 の 掛 け 声 で 知 ら れ る 江 戸 時 代 の 風 物 詩

「 花 火 」は 赤 橙
だ い だ い

色 だ け の 花 火 だ っ た 。当 時 の 原 料 は 、硝 石 、硫 黄 、

木 炭 な ど 黒 色 系 の 火 薬 し か な く 、 花 火 師 た ち は 木 炭 の 種 類 を 使 い

分 け て 色 の 濃 淡 を 出 す な ど の 工 夫 を 凝 ら し 独 自 の 花 火 を 作 り 上

げ て い た 。 明 治 に な る と 欧 米 の 薬 剤 の 輸 入 に よ り 、 金 属 の 炎 色 反

応 を 利 用 し た 色 鮮 や か な 花 火 が 花 火 師 た ち の 工 夫 に よ っ て 作 ら

れ る よ う に な る 。 特 に 大 正 か ら 昭 和 に か け て “ 名 人 ” と 呼 ば れ る

花 火 師 が 登 場 し 、 現 代 日 本 花 火 の 基 本 形 を 築 き 上 げ た 。  

「 紅 屋 青 木 煙 火 店 」 三 代 目 の 青 木 昭 夫 氏 は “ 花 火 の 神 様 ” と 呼

ば れ た 儀 作 さ ん を 祖 父 に 持 ち 、 父 の 多 門 さ ん も 著 名 な 花 火 師 、 自

ら は 日 本 で 最 も 美 し い 「 菊 花 型 花 火 」 を 作 れ る 現 代 の 花 火 師 の ト

ッ プ ラ ン ナ ー で あ る 。 地 元 長 野 の 「 え び す 講 花 火 大 会 」 「 千 曲 川

花 火 大 会 」 は 全 国 的 に も 有 名 な 大 会 で あ る が 、 毎 年 全 国 で 繰 り 広

げ ら れ る 花 火 大 会 で も 同 氏 は 最 高 賞 を 獲 得 す る 常 連 で あ る 。 ま た

名 だ た る 花 火 師 た ち が 結 成 し て い る 花 火 技 術 者 集 団 「 日 本 煙 火 芸

術 協 会 」 の 会 長 を 務 め 、 後 進 の 技 術 者 の 指 導 ・ 育 成 に も そ の 力 を

発 揮 し て い る 。
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2．助   成  

本 財 団 定 款 第 4 条 第 1 項 第 2 号 及 び 第 2 項 に 基 づ き 、 次 の 各

分 野 に お い て 、 個 人 及 び 団 体 に 対 し 助 成 を 行 っ た 。  

 

【 芸 術 活 動 分 野 】  

①  那須クラシック音楽祭実行委員会（ 栃 木 県 那 須 郡 ）  
 

地 元 で 活 動 し て い る 音 楽 家 達 に よ り 企 画 さ れ 、 ク ラ シ ッ ク

を 創 造 性 豊 か に 様 々 な 角 度 か ら 演 奏 し 紹 介 し て い る 。 温 泉 や

美 術 館 、 遊 園 地 な ど の 施 設 に て 音 楽 愛 好 家 や 地 元 住 民 と 一 緒

に 楽 し む フ レ ン ド リ ー な 音 楽 祭 で あ り 、 地 域 一 体 型 の イ ベ ン

ト と な っ て い る 。  

ま た 、 こ の 音 楽 祭 に 集 ま る 一 流 の 演 奏 家 達 で 構 成 さ れ る 芸

術 団 体 に よ り 若 手 演 奏 家 育 成 の た め の 特 別 レ ッ ス ン も 実 施 し

て い る 。  
 

②  スーパーマリンバプロジェクト（東京都目黒区）  
 

作 曲 家 ・ マ リ ン バ 奏 者 で あ る 吉 岡 孝 悦 氏 の 作 曲 に よ る 打 楽

器 ア ン サ ン ブ ル の 楽 譜 は 日 本 で 40 曲 、 ア メ リ カ で 20 曲 出 版

さ れ 、 音 楽 大 学 で 打 楽 器 を 選 考 す る 学 生 や プ ロ の 演 奏 家 に よ

り 世 界 中 で 演 奏 さ れ て い る 。  

 同 氏 の 作 品 は 打 楽 器 ア ン サ ン ブ ル で あ り な が ら 管 弦 楽 を

聴 い て い る か の よ う に 錯 覚 す る ほ ど オ ー ケ ス ト レ ー シ ョ ン の

テ ク ニ ッ ク が 卓 越 し て お り 、国 内 外 か ら 高 い 評 価 を 得 て い る 。 
 

③  公 益 財 団 法 人 北 区 文 化 振 興 財 団 （ 東 京 都 北 区 ）  
 

区 民 と 行 政 が と も に 北 区 ら し い 市 民 文 化 を 創 り 出 し て い く

た め の 懸 け 橋 と な る べ く 1988 年 に 設 立 さ れ た 。  

バ ロ ッ ク オ ペ ラ の 自 主 制 作 上 演 に 力 を 入 れ 、 古 楽 （ 主 に バ

ロ ッ ク 音 楽 以 前 の 音 楽 ） を 主 軸 と し た 特 色 の あ る 独 自 の 音 楽

祭「 北 と ぴ あ 国 際 音 楽 祭 」を 1995 年 よ り 開 催 、区 民 ボ ラ ン テ

ィ ア や 地 元 企 業 等 の 協 力 ・ 協 賛 に よ り 支 え ら れ る 地 域 に 根 づ

い た 事 業 で あ る 。  

 

④  福 井  裕 孝 （ 京 都 府 八 幡 市 ）  
 

演出家として常に上演空間の創出についての問題意識を持ち、

既存の演劇スタイルを超克することで独自の上演手法を開発する
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など、素晴らしい創造性を持っている。この手法により同氏の創

造過程は、芸術表現の新たな展望を提示することとなった。  

次回作のデスクトップシアターは「劇場」という空間を机上に

転移して舞台とし、上演と表象の場所に転換させるパフォーマン

スであり、この作品こそ新たな手法の実例である。  
 

⑤  一 般 社 団 法 人 東 京 室 内 歌 劇 場 （ 東 京 都 中 央 区 ）  
  

昭 和 44 年 に 日 本 の 室 内 オ ペ ラ の 普 及 を 目 指 し て 創 立 さ れ

た 。 現 代 と 古 典 を 対 応 さ せ た 室 内 オ ペ ラ 作 品 を 100 回 以 上 上

演 、毎 年 3～ 4 回 の 定 期 公 演 を 行 っ て い る 。ま た 企 業 や 教 育 機

関 等 か ら 依 頼 を 受 け 公 演 制 作 も 行 っ て い る 。  

日 本 で は 馴 染 み の 少 な い 室 内 オ ペ ラ の 公 演 、 日 本 語 に よ る

オ ペ レ ッ タ 、 日 本 歌 曲 の 公 演 な ど 声 楽 の 魅 力 を 伝 え る 活 動 を

行 い 、 オ ペ ラ を 身 近 な も の に 感 じ て も ら え る よ う 地 元 調 布 市

と 地 域 住 民 の 協 力 の も と 活 動 し て い る 。  
 

⑥  石 渡  真 美 （ 東 京 都 世 田 谷 区 ）  
 

ク ラ シ ッ ク バ レ エ の 楽 し さ や フ ァ ン を 増 や し 日 本 の 文 化 の

一 つ と し て 浸 透 ・ 発 展 さ せ た い と い う 思 い か ら 、 英 国 の ロ ッ

ク バ ン ド QUEEN の ヒ ッ ト 曲 に 乗 せ て 新 国 立 劇 場 バ レ エ 団 プ リ

ン シ パ ル な ど 日 本 を 代 表 す る ダ ン サ ー 達 が 今 夏 新 作 公 演 を 行

う 。  

ま た DancersWeb に て バ レ エ ＆ コ ン テ ン ポ ラ リ ー ダ ン ス の

フ ァ ン の た め 各 種 イ ベ ン ト 企 画 制 作 や バ レ エ ワ ー ク シ ョ ッ プ 、

ダ ン ス 関 連 の レ ク チ ャ ー な ど を 定 期 的 に 開 催 し て い る 。  
 

⑦  こ こ か ら 実 行 委 員 会 （ 和 歌 山 県 新 宮 市 ）  
 

ユ ネ ス コ 世 界 文 化 遺 産 に 登 録 さ れ た 熊 野 古 道 を 有 す る 和 歌

山 県 新 宮 市 を 舞 台 に 、 同 市 内 の 施 設 の オ ー プ ン 記 念 事 業 と し

て 最 先 端 テ ク ノ ロ ジ ー を 駆 使 し た 4 画 映 像 に よ る 360°空 間

演 出 や 、 市 民 主 導 に よ る 世 界 第 一 線 で 活 躍 す る ア ー テ ィ ス ト

と の コ ン サ ー ト を 制 作 す る 。  

ま た 関 連 イ ベ ン ト と し て 、 地 産 植 物 を 活 か し た 華 道 家 に よ

る 市 民 交 流 ワ ー ク シ ョ ッ プ 事 業 も 実 施 す る 。  
 

⑧  みなとメディアミュージアム実行委員会（茨城県ひたちなか市） 
 

2009 年 よ り 那 珂 湊 地 区 で 開 催 さ れ て い る 芸 術 祭 。美 術 館 が



 

- 4 - 

な く 古 い 倉 庫 や 廃 屋 、 鉄 道 駅 構 内 な ど を 展 示 場 所 と し て い る

点 が 特 色 で あ り 、 公 募 で 選 ば れ た ア ー テ ィ ス ト 達 は 地 域 リ サ

ー チ や 住 民 と の 交 流 か ら 作 品 を 作 り 、 芸 術 祭 の 終 了 後 は 記 録

集 を 作 成 し 配 布 し て い る 。  

2015 年 に は「 ひ た ち な か 海 浜 鉄 道 」の 駅 名 標 に ピ ク ト グ ラ

ム を 活 用 し グ ッ ド デ ザ イ ン 賞 を 受 賞 。10 年 以 上 に わ た る 草 の

根 的 活 動 は 地 域 の 活 性 化 に 大 い に 貢 献 し て い る 。  
 

⑨  森 村 桐 竹 人 間 浄 瑠 璃 プ ロ ジ ェ ク ト 実 行 委 員 会（大阪府大阪市） 
 

人 形 浄 瑠 璃 は 日 本 三 大 古 典 芸 能 の 一 つ で 、 近 代 で は 大 阪 の

文 楽 座 で の み 上 演 さ れ て い た た め 「 文 楽 」 と 呼 ば れ た 。 浪 速

の 町 人 文 化 の 中 で 発 展 し 洗 練 さ れ て い っ た 芸 能 で あ る 。  

そ の 人 形 浄 瑠 璃 の 名 跡 で あ る 桐 竹 勘 十 郎 と 、 対 象 に 成 り 代

わ る こ と で そ の も の の 本 質 を 浮 き 彫 り に す る 美 術 家 の 森 村 泰

昌 の 初 共 演 ・ 創 作 プ ロ ジ ェ ク ト 。 森 村 氏 が 人 形 に 成 り 代 わ り

桐 竹 氏 が 操 り 魂 を 込 め る と い う 、 既 成 概 念 を 覆 す 世 界 初 の 実

験 的 創 作 公 演 で あ る 。  
 

⑩  ク リ エ イ テ ィ ブ ・ ア ー ト 実 行 委 員 会 （ 東 京 都 港 区 ）  
 

障 害 の あ る 人 と な い 人 が 共 に 創 造 す る こ と か ら 新 し い ア ー

ト の 可 能 性 を 探 る イ ベ ン ト を 20 年 以 上 に わ た り 開 催 、主 に ワ

ー ク シ ョ ッ プ と い う 参 加 体 験 型 プ ロ グ ラ ム を 中 心 と し た 教 育

的 活 動 を 行 っ て い る 。 ま た 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ と い う プ ロ セ ス

と 作 品 と い う プ ロ ダ ク ト の 統 合 を 図 る べ く 、 音 響 彫 刻 や ピ タ

ゴ ラ ス 楽 器 な ど 創 造 的 な 楽 器 を 紹 介 し 、新 し い 音 楽 の あ り 方 、

創 り 方 を 提 示 す る こ と を 目 指 す 。  
 

⑪  「 ダ ン ス が み た い ！ 」 実 行 委 員 会 （ 東 京 都 足 立 区 ）  
 

約 20 年 続 く ダ ン ス フ ェ ス 。創 設 当 初 は コ ン テ ン ポ ラ リ ー ダ

ン ス や 暗 黒 舞 踏 な ど の 紹 介 と 普 及 を 目 的 と し て い た が 、 2015

年 以 降 は 作 り 手 に 楽 曲 や テ ク ス ト な ど の 「 課 題 」 に 挑 戦 し て

も ら う 形 の 企 画 と し て 有 名 無 名 の ダ ン サ ー 達 に チ ャ ン ス を 提

供 す る 。  

ま た 、 毎 年 1 月 に 行 う コ ン ペ 「 新 人 シ リ ー ズ 」 と 連 動 、 受

賞 者 は 同 年 の 「 ダ ン ス が み た い ！ 」 に 受 賞 作 品 を 再 演 す る な

ど 我 が 国 の ダ ン サ ー の 育 成 に 貢 献 し て い る 。  
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⑫  山 崎  恭 子 （ 京 都 府 京 都 市 ）  
 

演 出 家 。集 団 制 作 を 基 本 と し て 制 作 す る グ ル ー プ『 居 留 守 』

の 中 心 的 存 在 で あ る 。 一 般 的 と は い え な い コ ラ ー ジ ュ と い う

手 法 を 用 い 形 式 の 異 な る 複 数 の テ ク ス ト を 使 用 し 一 つ の 作 品

に す る 、 と い う 実 験 的 な 作 品 を 制 作 し て い る 。  

最 も 成 功 し た ｢ふ る え る 。 ｣は 演 劇 ・ ダ ン ス ・ 音 楽 と い っ た

既 存 の 芸 術 ジ ャ ン ル を 大 胆 に 融 合 し 、 新 た な 表 現 様 式 を 創 出

し よ う と す る 意 欲 的 で 野 心 的 な 試 み の 作 品 で あ る 。  
 

⑬  ト ラ ン ス フ ィ ー ル ド ス タ ジ オ （東京都荒川区）  
 

都 内 の 複 数 エ リ ア で 移 動 式 砂 場 を 運 ぶ パ フ ォ ー マ ー と 共 に

同 ル ー ト を 3 周 す る 。 通 り 過 ぎ る だ け の 通 路 に 停 泊 や 逗 留 が

で き る 「 砂 の 島 」 を 見 出 し 形 づ く る プ ロ ジ ェ ク ト 。  

日 本 だ け で な く 各 国 か ら も 参 加 し 、 見 ず 知 ら ず の 人 々 が お

互 い に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 り な が ら 歩 く こ と で 不 思 議 な

連 帯 感 と 空 気 感 が 生 ま れ る 体 験 型 パ フ ォ ー マ ン ス で あ る 。  

他 者 と の 関 わ り で 得 ら れ る 新 し い 発 見 に よ り 、 地 域 の 魅 力

を 再 発 見 す る 企 画 で あ る 。  
 

⑭  神 村  恵 （ 東 京 都 小 金 井 市 ）  
 

新 し い ス コ ア や 他 者 の ス コ ア に 基 づ き 動 き を 確 定 し て い く

と い う コ ン セ プ チ ュ ア ル な ダ ン ス を 上 演 す る 。 方 法 論 的 な 意

識 を 持 ち 、 美 術 や 映 像 の ア ー テ ィ ス ト な ど と も 方 法 を 共 有 し

な が ら 積 極 的 に 共 同 制 作 を 行 っ て い る 。  

滞 在 中 の 国 際 芸 術 セ ン タ ー 青 森 で は 20 数 年 前 か ら セ ル フ

ビ ル ド で 作 り 出 さ れ た 工 房 や 材 料 を 保 管 す る 小 屋 を リ サ ー チ 、

小 屋 に 手 を 加 え る 人 と の 関 係 を 探 り 、 そ の 関 係 を 振 付 と し て

抽 出 す る 作 業 を 続 け て い る 。  
 

⑮  公益社団法人大阪市音楽団（大阪府大阪市）  
 

1923 年 に 創 立 し 「 市 音 （ Shion） 」 と い う 呼 び 名 で 親 し ま

れ て い る 。 質 の 高 い 指 揮 者 に よ る 質 の 良 い 音 楽 を 質 の 良 い 会

場 で 聴 い て も ら う こ と を コ ン セ プ ト に 定 期 公 演 を 140 回 近 く

続 け て い る 。  

市 民 が 無 料 で 楽 し め る ク ラ シ ッ ク か ら ポ ピ ュ ラ ー ま で 多 彩

な コ ン サ ー ト を 展 開 、 各 都 市 で の 演 奏 会 を は じ め 学 校 で の 音
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楽 鑑 賞 会 や 吹 奏 楽 講 習 会 な ど 幅 広 く 活 動 し 地 域 の 音 楽 文 化 の

発 展 に 貢 献 し て い る 。 
 

⑯  一般社団法人琉球フィルハーモニック（沖縄県那覇市）  
 

那 覇 ジ ュ ニ ア オ ー ケ ス ト ラ は 2016 年 か ら 東 日 本 大 震 災 の

被 災 3 県 の 子 供 達 と の 合 同 オ ー ケ ス ト ラ コ ン サ ー ト を 沖 縄 ・

宮 城 の 会 場 で 交 互 に 開 催 し て い る 。  

東 北 の 子 供 た ち に は 75 年 前 に 戦 争 で 焦 土 と 化 し た 沖 縄 の

復 興 し た 姿 を 見 て 未 来 に 希 望 を 持 て る よ う に 、 そ し て 沖 縄 の

子 供 達 に は 復 興 に 向 け て 頑 張 っ て い る 被 災 地 の 姿 に 触 れ 故 郷

へ の 想 い を 深 め る よ う に 、こ の 交 流 が『 ゆ い ま ー る (架 け 橋 )』

と な る こ と を 目 指 す 。 
 

⑰  桜美林大学パフォーミングアーツ・インスティテュート（神奈川県相模原市） 
 

相 模 原 と 町 田 地 域 に お け る 高 齢 者 施 設 や 養 護 学 校 、 障 害 者

支 援 施 設 等 を 対 象 に ア ウ ト リ ー チ 事 業 を 行 う 。 舞 台 芸 術 教 育

を 行 う 大 学 な ら で は の ネ ッ ト ワ ー ク に よ る 演 劇 ・ ダ ン ス ・ 音

楽 の プ ロ の ア ー テ ィ ス ト が コ ラ ボ す る 創 意 工 夫 に 満 ち た プ ロ

グ ラ ム を 展 開 し て い る 。  

ま た 毎 年 開 催 し て い る 市 民 参 加 企 画「 群 読 音 楽 劇 -銀 河 鉄 道

の 夜 」 は 令 和 2 年 度 児 童 福 祉 文 化 賞 を 受 賞 し 、 作 品 と あ わ せ

て 研 究 所 活 動 も 高 い 評 価 を 得 て い る 。 
 

⑱  公益財団法人調布市文化・コミュニティ振興財団（東京都調布市） 
 

市 民 参 加 に よ る 舞 台 公 演 と ワ ー ク シ ョ ッ プ を 隔 年 で 実 施 し

て い る 。 地 域 ・ 芸 術 家 ・ 劇 場 の 3 者 が 一 体 と な っ た 創 造 的 活

動 を 通 じ て 地 域 の 活 力 と 個 性 を 創 出 し 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ で は

多 彩 な ジ ャ ン ル ・ 切 り 口 の 企 画 に よ り 参 加 意 欲 向 上 の 機 会 を

提 供 す る 。  

年 齢 ・ 性 別 ・ 障 害 の 有 無 を 問 わ ず 多 様 な 市 民 が 参 加 で き る

演 劇 公 演 を は じ め と す る 企 画 を 実 施 す る こ と に よ り 相 互 理 解

を 目 指 す 。 
 

⑲  スペースノットブランク（東京都狛江市）  
 

2012 年 設 立 。二 人 の 舞 台 作 家 に よ る 演 劇 ユ ニ ッ ト 。作 品 や

公 演 ご と に 出 演 者 や 技 術 ス タ ッ フ 、 制 作 担 当 者 を 含 む 構 成 メ
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ン バ ー を 基 盤 と し た 組 織 運 営 と 集 団 的 な 創 作 は 広 義 な ア ー ト

の 世 界 で 大 き な 流 れ と な っ て い る 。  

既 成 概 念 に と ら わ れ ず 新 し い 表 現 思 考 や 制 作 手 法 を 開 発 し

な が ら 、 舞 台 芸 術 の 在 り 方 と 価 値 を 探 求 し て い る 新 し い 表 現

形 態 の 公 演 を 行 っ て い る 。 
 

⑳  国東半島カルチャーツーリズム推進事業国東市実行委員会（大分県国東市） 
 

国 東 半 島 は 神 仏 発 祥 の 地 で あ り 異 教 を 認 め 共 存 す る と い う

日 本 人 独 自 の 発 想 ・ 理 念 が 色 濃 く 残 り 、 そ の 多 様 性 と 調 和 に

基 づ く 思 想 こ そ が 最 大 の 地 域 資 源 で あ る 。2014 年 に 開 催 さ れ

た 「 国 東 半 島 芸 術 祭 」 に て 設 置 さ れ た ア ー ト 作 品 は 、 半 島 内

の 極 め て 特 徴 的 な 場 所 に 道 標 の よ う に 点 在 し 今 も 住 民 に よ っ

て 大 切 に 守 ら れ て い る 。  

そ の 地 域 資 源 と ア ー ト 作 品 を 巡 る 「 新 た な 巡 礼 の 道 」 ツ ア

ー で 地 域 活 性 化 に 貢 献 す る 。 

 

㉑  中村  智子（京都府京都市）  
 

ロ ン ド ン ・ 台 湾 ・ 香 港 の 美 術 館 ほ か 国 内 の 展 覧 会 で も 出 品

し て い る ア ー テ ィ ス ト 。 米 国 Ｍ Ｉ Ｔ の メ デ ィ ア ラ ボ な ど で 研

究 者 た ち と 協 働 制 作 を し な が ら 、 人 間 の 身 体 的 感 覚 と テ ク ノ

ロ ジ ー の 関 係 性 を 提 起 す る 独 創 的 な 作 品 を 制 作 し て 注 目 を あ

び て き た 。  

現 代 的 メ デ ィ ア を 取 り 入 れ 人 間 の 普 遍 的 な 感 情 や 五 感 を テ

ー マ に 制 作 す る 表 現 は 高 い 評 価 を 得 て い る 。 

 

 

【 伝 統 芸 能 分 野 】  

①  ま る お か 子 供 歌 舞 伎 を 支 え る 会 （ 福 井 県 坂 井 市 ）  
 

昭 和 23 年 の 福 井 地 震 前 ま で あ っ た「 霞 座 」の 復 元 計 画 を 立

案 し て い た 際 、 大 阪 道 頓 堀 に あ る 「 中 座 」 が 閉 幕 し 350 年 の

歴 史 あ る 破 風 や 緞 帳 の 寄 贈 が 同 町 に 決 定 し た こ と を 契 機 に 子

供 歌 舞 伎 の 挑 戦 が 始 ま っ た 。  

同 市 や 近 隣 市 町 の 小 学 生 を 対 象 に 、 正 し い 継 承 の た め 本 物

の 歌 舞 伎 で 使 用 し て い る 衣 装 や 小 道 具 な ど を 使 っ て い る 。 さ

ら に 言 葉 遣 い や 動 作 、 礼 儀 作 法 な ど 厳 し い 指 導 を 受 け な が ら

子 供 達 の 健 全 育 成 も 図 っ て い る 。  
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②  土 淵 地 域 活 動 推 進 協 議 会 （ 岩 手 県 盛 岡 市 ）  
 

近 隣 6 自 治 会 で 構 成 さ れ て い る 当 協 議 会 の 専 門 部 で あ る 文

化 部 が 「 土 淵 伝 統 さ ん さ 保 存 会 」 と 行 動 し て 「 土 淵 伝 統 さ ん

さ 踊 り 」 の 保 存 伝 承 活 動 に 取 り 組 ん で い る 。  

｢盛 岡 さ ん さ 踊 ｣は 風 流 太 鼓 踊 と し て 振 り の 美 し い 全 国 出 色

の 民 俗 舞 踊 で あ る 。 地 域 の 人 々 が 大 事 に し て い る 郷 土 芸 能 で

あ る ｢土 淵 伝 統 さ ん さ 踊 ｣を 保 存 伝 承 す る た め 次 世 代 を 担 う 小

中 学 生 に 指 導 、 そ の 保 護 者 や 地 域 住 民 も 一 緒 に 伝 承 活 動 に 取

り 組 ん で い る 。  
 

③  越 中 五 箇 山 こ き り こ 唄 保 存 会 （ 富 山 県 南 砺 市 ）  
 

こ き り こ (筑 子 )は 21 ㎝ ほ ど に 切 っ た 小 竹 の こ と 。 約 1400

年 前 か ら 越 中 五 箇 山 ・ 上 梨 の 山 里 を 中 心 に 田 楽 と し て 歌 い 継

が れ 、上 梨 白 山 宮 祭 礼 に 奉 納 さ れ て い る 。昭 和 48 年 無 形 文 化

財 と し て 国 か ら 選 択 を 受 け 、 日 本 最 古 の 民 謡 と し て 教 科 書 に

掲 載 さ れ 全 国 的 に 知 ら れ る よ う に な っ た 。  

春 秋 の 祭 礼 で は 板 さ さ ら を 打 ち 鳴 ら し 踊 る 「 さ さ ら 踊 り 」

や こ き り こ を 持 っ て 踊 る 「 シ デ 踊 り 」 を 奉 納 、 五 穀 豊 穣 を 祈

る 。  
 

④  岡崎団七踊り保存会（和歌山県和歌山市）  
 

団 七 踊 は 青 森 か ら 沖 縄 に 至 る ま で 百 ケ 所 以 上 の 土 地 で 様 々

な 形 で 演 じ ら れ て い る 。昭 和 34 年 に 県 の 無 形 民 俗 文 化 財 に 指

定 さ れ た 。  

岡 崎 の 団 七 踊 り は 参 勤 交 代 に 随 行 し た 郷 士 が 江 戸 の 文 化 を

村 人 に 伝 え よ う と 謡 や 踊 り に 仕 組 ん だ と い わ れ 、 参 勤 交 代 に

よ る 文 化 の 伝 播 が 見 て 取 れ る 点 が 稀 少 価 値 を も つ 。   

地 元 の 自 治 会 や 消 防 団 、 子 供 会 な ど と 協 力 し 、 小 学 生 を 対

象 と し た 後 継 者 育 成 に 尽 力 し て い る 。  
 

⑤  「 脇 野 の 大 念 仏 」 保 存 会 （ 佐 賀 県 伊 万 里 市 ）  
 

大 念 仏 は 体 の 前 に 太 鼓 を 吊 る し 念 仏 を 唱 え な が ら 太 鼓 や 鉦

を 打 ち 鳴 ら し て 踊 る 風 流 踊 り の 中 の 念 仏 踊 り に 分 類 さ れ る 。  

昭 和 34 年 に 県 の 重 要 無 形 民 俗 文 化 財 に 指 定 、 12 月 1 日 の

山 ン 寺 遺 跡 例 祭 で は 久 原 の 大 念 仏 と 1 年 ご と に 交 代 で 奉 納 し

て い る 。 他 県 の 念 仏 踊 り は 娯 楽 化 が 進 み 衣 装 も 華 美 と な っ て

い る が 、 旧 山 代 郷 の 大 念 仏 は 衣 装 や 手 の 舞 、 足 の 踏 み な ど に
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厳 格 な 決 ま り が 残 っ て お り 、 900 年 変 わ ら な い 原 形 を 留 め て

い る 。  
 

⑥  備 後 田 尻 荒 神 神 楽 保 存 会 （ 広 島 県 福 山 市 ）  
 

4 年 ご と の 荒 神 社 の 式 年 に あ た る 晩 秋 に は 、 同 町 に 所 在 す

る 別 所 ・ 勘 定 ・ 艮 の 三 荒 神 社 の 境 内 に 舞 台 を 仮 設 し 「 式 年 大

神 楽 」が 舞 わ れ 、現 在 は「 悪 魔 祓 い 」「 皇 子 」な ど 15 の 演 目

が 伝 承 さ れ て い る 。 神 歌 が 美 し く 舞 や 衣 裳 に 古 型 を 伝 え て お

り 、 備 南 地 方 の 荒 神 神 楽 の 諸 特 徴 を 確 実 に 継 承 す る な ど 地 域

的 特 色 を 示 す 大 変 貴 重 な 芸 能 で あ る 。  

地 元 小 学 校 の 「 ふ る さ と 学 習 」 の 一 環 で 神 楽 の 授 業 を 行 い

後 継 者 育 成 に 尽 力 し て い る 。  
 

⑦  東 佐 味 六 斎 講 （ 奈 良 県 御 所 市 ）  
 

15 世 紀 ご ろ 県 内 各 地 に 広 ま り 約 60 ヶ 所 以 上 の 伝 承 地 が あ

っ た が 、 現 在 は 八 島 町 、 安 堵 町 、 御 所 市 東 佐 味 の 3 ヵ 所 に の

み 伝 承 さ れ て い る 。 東 佐 味 の 六 斎 念 仏 は 唯 一 高 野 山 直 系 で あ

り 古 い 形 態 を 保 持 し て い る 。  

6 種 あ る ど の 演 目 も 演 唱 時 間 が 長 く 極 め て 複 雑 な 旋 律 で 、

か つ 高 度 な 歌 唱 技 法 を 要 す る た め 後 継 者 が 育 た な い 状 況 が 続

い た が 、 近 年 は 村 外 か ら 若 い 伝 承 者 が 参 加 し 、 過 去 の 視 聴 覚

資 料 を も と に 復 活 に 尽 力 し て い る 。  
 

⑧  南 部 藩 壽 松 院 年 行 司 支 配 太 神 楽 （ 岩 手 県 釜 石 市 ）  
 

元 禄 12 年 尾 崎 神 社 拝 殿 建 立 の 際 、南 部 藩 の 御 給 人 で あ っ た

佐 野 家 の 夫 人 が 御 神 体 を 安 置 す る 六 角 大 神 輿 を 寄 進 し た こ と

か ら 、 盛 岡 藩 の 七 軒 丁 か ら 伊 勢 太 神 楽 を 習 い 奉 納 し た 。  

尾 崎 神 社 例 大 祭 で は 御 神 体 が 渡 御 す る 際 に 守 護 役 と し て 最

前 列 で 露 払 い を 勧 め て お り 、 伊 勢 神 宮 式 年 遷 宮 で も 奉 納 す る

な ど 由 緒 格 式 を 誇 る 団 体 と し て 群 を 抜 い て い る 。 ま た 伊 勢 太

神 楽 の 芸 系 が 遺 存 継 承 さ れ て い る こ と は 大 変 貴 重 で あ る 。  
 

⑨  石 川  靜 江 （ 沖 縄 県 那 覇 市 ）  
 

67 年 間 沖 縄 の 芸 能 に 携 わ り 琉 球 舞 踊 選 定 保 持 者 、五 木 流 琉

装 か ら じ 結 い 研 究 所 二 代 目 宗 範 と し て 多 く の 生 徒 を 指 導 し て

き た 。 ま た 沖 縄 県 立 芸 術 大 学 で 扮 装 実 習 の 講 義 も 行 う 。  
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令 和 3 年 、 経 験 を 活 か し 沖 縄 の 舞 台 芸 能 で 用 い る 化 粧 ・ 着

付 ・ 結 髪 の 方 法 を 1 冊 に ま と め た 教 本 を 発 刊 し た 。 化 粧 の 色

合 い や 筆 運 び は 写 真 で は 伝 え に く く 手 書 き の イ ラ ス ト を 配 す

る な ど 工 夫 を 凝 ら し 、 沖 縄 舞 台 芸 能 に 対 す る 理 解 を 深 め 発 展

に 貢 献 す る も の で あ る 。  
 

⑩  犬 吠 森 念 仏 剣 舞 保 存 会 （ 岩 手 県 紫 波 郡 ）  
 

岩 手 県 に 分 布 す る 念 仏 剣 舞 の う ち 「 大 笠 振 り 」 と い う 特 徴

的 な 踊 り を 有 す る 大 念 仏 系 念 仏 剣 舞 の 源 流 の 一 つ と 推 定 さ れ

て い る 。  

毎 年 8 月 16 日 に は 庭 元 (＝ 座 元 )の 仏 前 で の 供 養 、墓 地 や 供

養 依 頼 者 宅 、公 民 館 な ど で 念 仏 剣 舞 を 上 演 、昭 和 40 年 代 後 半

か ら 女 性 も 参 加 で き る よ う に な っ た 。 舞 手 は 小 学 生 か ら 50

歳 代 ま で 、 60 歳 代 以 上 の 年 長 者 が 指 導 に 当 た る 。地 区 内 の 子

供 た ち へ 継 続 的 に 伝 承 活 動 を 実 施 し 古 風 保 持 に 努 め て い る 。  

 

 

【 伝 統 工 芸 技 術 分 野 】  

①  NPO 法 人 小 川 町 創 り 文 化 プ ロ ジ ェ ク ト （ 埼 玉 県 比 企 郡 ）  
 

小川町では細川紙が伝承されている。工藝品や版画だけではな

い素材としての和紙に国内外アーチスト達の関心が高まったこと

から「アーチスト・イン・レジデンス事業」を計画、各大学から

の推薦をもとに現役生や卒業生を含む作家を中心に 1 名を選出す

る。  

小川町和紙体験学習センターでの研修を経て作品を制作、その

成果を展覧会として発表する。また滞在期間中 は地域の住民や

小・中学校生との交流も行い地域との連携を計る。  
 

②  阪 本  修 （ 奈 良 県 奈 良 市 ）  
 

漆 文 化 発 祥 の 地 で あ る 曽 爾 村 に て 漆 の 植 樹 事 業 に 関 わ り 地

域 お こ し の た め の 漆 器 を 制 作 、 ま た 春 日 大 社 の 式 年 造 替 時 に

瑠 璃 釣 燈 籠 を 制 作 し 、 興 福 寺 な ど か ら も 依 頼 を 受 け て 新 規 制

作 や 模 造 制 作 、 修 復 な ど を 行 っ て い る 。  

地 域 に 密 着 し 漆 文 化 を 根 付 か せ る こ と 、 漆 器 の 魅 力 を 広 め

る こ と を 目 的 に オ リ ジ ナ ル ブ ラ ン ド を 立 ち 上 げ 、 カ ジ ュ ア ル

に 使 え る カ ラ フ ル な 漆 器 を 制 作 販 売 す る な ど 、 漆 器 を よ り 身

近 な 存 在 に し て い く こ と を 目 指 す 。  
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③  大 阪 府 登 録 文 化 財 所 有 者 の 会 （ 大 阪 府 大 阪 市 ）  
 

歴 史 的 建 造 物 の 保 存 と 活 用 な ど に 悩 む 所 有 者 の た め 、 遺 す

こ と の 意 義 、 活 用 の た め の 改 修 方 法 ・ 防 災 や 避 難 の 安 全 性 の

確 保 な ど の 講 座 を ひ ら き 、 そ の 成 果 を ま と め た 冊 子 を 作 成 し

無 料 配 布 す る こ と で 府 民 に 歴 史 的 建 造 物 の サ ポ ー タ ー に な っ

て も ら う こ と を 目 指 す 。  

所 有 者 や 地 域 住 民 、 建 築 士 や ヘ リ テ ー ジ マ ネ ー ジ ャ ー 等 と

共 に 学 ぶ こ と に よ り 、 地 域 の 歴 史 文 化 を 継 承 す る 意 義 だ け で

な く 次 世 代 を 担 う 人 材 育 成 も 目 指 し た 活 動 と な っ て い る 。  
 

④  小 畠  泰 明 （ 神 奈 川 県 鎌 倉 市 ）  
 

明 治 以 来 、 金 属 加 工 産 業 を 支 え て き た 東 京 ・ 月 島 。 近 年 再

開 発 の た め 高 層 住 宅 の 並 ぶ 地 域 へ と 変 貌 し た た め 鎌 倉 に 移 住

し た が 、 月 島 の 金 属 造 形 文 化 の 歴 史 を 伝 え モ ノ づ く り の 魅 力

を 発 信 し た い と い う 信 念 か ら 、 地 域 の 人 々 の 協 力 を 得 て 3 世

代 を 対 象 に 鍛 金 ・ 彫 金 ・ 鋳 金 を 中 心 と し た 工 芸 造 形 教 室 を 開

く 。  

身 近 な 物 の 制 作 や 手 仕 事 の 意 義 や 価 値 、 月 島 の 歴 史 を 学 び

郷 土 愛 を 育 む 場 と な る こ と を 目 指 す 。  
 

⑤  公 益 財 団 法 人 仙 台 市 市 民 文 化 事 業 団 （ 宮 城 県 仙 台 市 ）  
  

旧 仙 台 藩 領 に お い て 伝 承 さ れ て き た 神 楽 や 田 植 踊 、 鹿 踊 や

剣 舞 の 上 演 と 伝 統 工 芸 職 人 に よ る 実 演 が 融 合 し た 祭 を 開 催 。

伝 統 芸 能 や 伝 統 工 芸 、 近 現 代 の 芸 能 等 が 融 合 し た 祭 は 全 国 的

に も 数 少 な く 、 多 様 な 芸 術 ・ 伝 統 文 化 を 持 つ 同 市 な ら で は の

特 色 あ る イ ベ ン ト で あ る 。  

伝 統 工 芸 の 調 査 研 究 と 結 果 に 基 づ く 展 示 や 実 演 は そ の 文 化

の 土 壌 で あ る 郷 土 へ の 関 心 を 生 み 、 保 存 活 動 の 賛 同 な ど 地 域

社 会 の 活 性 化 に も つ な が る 。  
 

⑥  秋 田 県 漆 器 工 業 協 同 組 合 （ 秋 田 県 湯 沢 市 ）  
  

昭 和 25 年 以 来 、国 指 定 伝 統 的 工 芸 品「 川 連 漆 器 」の 普 及 促

進 事 業 を 実 施 、 技 術 の 継 承 と 後 継 者 育 成 に 取 組 み 地 場 産 業 の

振 興 に 尽 力 し て き た 。漆 下 遺 跡 の 出 土 品 で あ る「 漆 塗 り 糸 玉 」

の “ 乾 燥 後 の 漆 に 柔 軟 性 を 持 た せ る 技 術 の 復 元 ” は 、 古 代 の

漆 技 術 の 解 明 に 寄 与 す る も の で あ る 。  
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こ の 技 術 を 復 元 し た 沓 澤 則 雄 氏 が 講 師 と な り 、 漆 塗 り 糸 玉

の 復 元 技 術 の 勉 強 会 を 実 施 し 若 手 技 術 者 の 育 成 を 目 指 す 。  

 

 

【 食 文 化 分 野 】  

①  認 定 NPO 法 人 あ っ ち こ っ ち （ 神 奈 川 県 横 浜 市 ）  
 

2011 年 か ら 東 日 本 大 震 災・熊 本 地 震 被 災 地 等 に お い て 若 手

演 奏 家 に よ る 食 ＋ 芸 術 体 験 カ フ ェ コ ン サ ー ト を 200 回 以 上 開

催 し て い る 。  

慶 應 義 塾 大 学 の 教 育 事 業 「 カ ド ベ ヤ 」 で は 子 供 達 を 対 象 に

表 現 ワ ー ク シ ョ ッ プ と 食 を 併 せ た 活 動 を し て い る が 、 寿 町 の

健 康 福 祉 セ ン タ ー で 開 催 す る こ と で 子 供 達 を 見 守 る 高 齢 者 に

と っ て も 非 常 に 有 意 義 か つ 癒 し と な り 、 異 な る 世 代 の 人 々 が

共 に 活 動 し 互 い に 支 え あ え る コ ミ ュ ニ テ ィ 作 り を 目 指 す 。  
 

②  公 益 財 団 法 人 有 斐 斎 弘 道 館 （ 京 都 府 京 都 市 ）  
 

有 斐 斎 弘 道 館 は 江 戸 時 代 中 期 の 儒 者 ・ 皆 川 淇 園 に よ り 創 立

さ れ た 学 問 所 で あ る 。 毎 年 テ ー マ を 設 け て 京 菓 子 の デ ザ イ ン

を 公 募 で 選 考 し 展 示 す る 京 菓 子 展 「 手 の ひ ら の 自 然 」 は 、 食

文 化 の 歴 史 的 ・ 美 的 伝 統 を 主 と し て 茶 席 の 「 場 」 を 想 定 し 実

践 、 公 募 す る と い う ユ ニ ー ク な 活 動 で 、 中 高 生 か ら の 応 募 も

あ る 。  

優 秀 作 の 表 彰 と 会 場 で の 呈 茶 、 同 作 品 の 試 食 の ほ か 、 旧 三

井 家 下 鴨 別 邸 な ど 重 要 文 化 財 に も 触 れ る 貴 重 な 機 会 と な っ て

い る 。  
 

③  松 永  智 美 （ 京 都 府 京 都 市 ）  
 

精 進 料 理 は 禅 文 化 の 一 部 と し て 始 ま り 日 本 に 移 入 さ れ て 約

800 年 が 経 過 し て い る 。 平 安 時 代 ま で の 日 本 料 理 は 味 が 薄 く

調 理 後 に 調 味 料 を 用 い て 各 自 調 整 し て い た の に 比 べ 、 精 進 料

理 は 身 体 を 酷 使 す る 武 士 や 庶 民 に も 満 足 の い く 味 付 け が な さ

れ て い た 。  

日 本 に お け る 精 進 料 理 は 固 定 的 な 調 理 方 法 が 受 継 が れ て き

た が 、 特 に 台 湾 で は 独 自 に 展 開 さ れ て き た た め 同 国 の 素 食 に

学 び 新 し い 精 進 料 理 を 目 指 す 。  
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④  山 夢 来 本 舗 企 業 組 合 （ 千 葉 県 山 武 市 ）  
 

同 市 の 産 業 は 商 店 や 事 業 所 数 の 減 少 に よ り 厳 し い 状 況 で あ

る 。 そ こ で 行 政 ・ 商 工 会 議 所 ・ 銀 行 が 連 携 し 地 域 の 中 小 企 業

が 活 動 し や す く 成 長 で き る よ う な ビ ジ ネ ス 環 境 を 作 る た め の

施 策（ エ コ ノ ミ ッ ク ガ ー デ ン ）を 骨 子 と し た 取 組 み を 始 め た 。  

古 く よ り 減 農 薬 で 育 て た イ チ ゴ の 生 産 地 と し て 有 名 で あ り

新 た な 特 産 物 と し て ｢い ち ご 酢 ｣に 着 目 、 事 業 と し て 成 功 し つ

つ あ る 。 今 後 は 別 の 産 品 で も 展 開 を 目 指 す 。  
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Ⅱ．庶務の概況 

1．役員等に関する事項（令和 3 年 7 月 31 日現在） 

 役職名 氏 名 就任年月日 職 務 報酬 現  職 

 評議員 東   龍 男 H23.8.1  なし 放送作家、作詞家、脚本家 

 評議員 大 山 一 也 R3.6.15  なし 三井住友信託銀行株式会社代表取締役社長 

 評議員 織 田 紘 二 H23.8.1  なし 演出家、日本芸術文化振興会顧問 

 評議員 神 津 信 一 H25.9.30  なし 日本税理士会連合会会長 

 評議員 小 林 鈴 男 H27.9.25  なし 全国税理士共栄会相談役 

 評議員 白 石 和 己 H23.8.1  なし 工芸評論家 

 評議員 高 田 幸 徳 R3.6.15  なし 住友生命保険相互会社取締役代表執行役社長 

 評議員 波 平   正 R1.10.1  なし 全国税理士共栄会相談役 

 評議員 西 川 箕乃助 H28.7.1  なし 日本舞踊家、(公財)日本舞踊振興財団理事 

 評議員 萩 原 朔 美 H23.8.1  なし 前橋文学館館長、多摩美術大学名誉教授 

 評議員 藤 原 弘 治 H29.7.5  なし 株式会社みずほ銀行取締役頭取 

 評議員 宮 田 義 見 H25.9.30  なし 近畿税理士会顧問 

 評議員  村   寛 H29.10.2  なし 全国税理士共栄会副会長 

      （13 名） 

 理 事 秋 場 良 司 R1.10.1 理 事 長 なし 全国税理士共栄会会長 

 理 事 三 隅 治 雄 H23.8.1 副理事長 なし (独)東京文化財研究所名誉研究員 

 
理 事 佐 藤 美 樹 R1.10.1 副理事長 なし 

朝日生命保険相互会社特別顧問、 

(公社)日本ユネスコ協会連盟会長 

 理 事 菅 坂 典 子 H29.10.2 専務理事 なし 中国税理士会常務理事 

 理 事 佃   一 可 H23.8.1 常務理事 なし 一茶菴家元十四世 

 理 事 北 村   繁 R1.10.1 常務理事 なし 全国税理士共栄会専務理事 

 理 事 鈴 木 朋 宏 R1.10.1  なし 全国税理士共栄会副会長 

 理 事 筒 井 義 信 H25.9.30  なし 日本生命保険相互会社代表取締役会長 

 理 事 西 澤 敬 二 H29.10.2  なし 損害保険ジャパン株式会社取締役社長 

 理 事 仁 科 エ ミ H25.9.30  なし 放送大学教授 

 理 事 藤 本   草 H23.8.1  なし (公財)日本伝統文化振興財団顧問 

 
理 事 古井戸 秀 夫 R1.10.1  なし 

東京大学名誉教授、 

(公財)日本舞踊協会副会長 

 理 事 渡 邉 光一郎 H29.10.2  なし 第一生命保険株式会社取締役会長 

      （13 名） 
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 役職名 氏 名 就任年月日 職 務 報酬 現  職 

 監 事 小久保    R1.10.1  なし 全国税理士共栄会副会長 

 監 事 松 本   哲 R1.10.1  なし ジブラルタ生命保険株式会社執行役員 

 監 事 吉 田 雅 俊 H23.8.1  なし 株式会社日税ビジネスサービス代表取締役会長兼社長 

 （3 名） 
 分野名 氏 名 就任年月日 職 務 報酬 現  職 

 
芸術活動 榎 本 了 壱 H23.8.1 選考委員長 なし 

日本文化デザインフォーラム理事、副代表
幹事、大正大学表現学部教授・学部長 

 芸術活動 大 濵 純 三 H23.8.1 選考委員 なし 音楽評論家、NHK 文化センター講師 

 芸術活動 楫 屋 一 之 H29.9.13 選考委員 なし 神奈川県国際文化観光局舞台芸術担当部長 

 芸術活動 蜷 川 有 紀 H23.8.1 選考委員 なし 画家、女優 

 芸術活動 林   あまり H23.8.1 選考委員 なし 歌人、演劇評論家 

 
伝統芸能 大 橋   力 H23.8.1 選考委員長 なし 

国際科学振興財団主席研究員、 
情報環境研究所所長 

 伝統芸能 藍 本 結 井 H23.8.1 選考委員 なし 日本舞踊評論家・研究家 

 伝統芸能 児 玉   信 H23.9.8 選考委員 なし 芸能評論家、邦楽プロデューサー 

 伝統芸能 田 中 英 機 H23.9.8 選考委員 なし くらしき作陽大学客員教授 

 伝統芸能 手 島 敦 子 H24.12.3 選考委員 なし 国立劇場制作部公演計画課嘱託 

 伝統工芸 戸 津 圭之介 H23.10.21 選考委員長 なし 東京藝術大学名誉教授 

 伝統工芸 金 子 賢 治 H23.9.8 選考委員 なし 茨城県陶芸美術館長 

 伝統工芸 佐々木 正 直 H25.8.1 選考委員 なし 群馬県立館林美術館特別館長 

 
伝統工芸 林   香 君 H28.6.14 選考委員 なし 

文星芸術大学名誉教授、(一財)ざぶん環境・
文化プロジェクト理事長、美術家・陶芸家 

 伝統工芸 藤 森 照 信 H23.9.8 選考委員 なし 建築家、東京大学名誉教授 

 食文化 熊 倉 功 夫 H27.1.26 選考委員長 なし MIHO MUSEUM 館長 

 食文化 岡 副 真 吾 H27.1.26 選考委員 なし 金田中主人、東京新橋組合頭取 

 食文化 奥 村 彪 生 H27.1.26 選考委員 なし 伝承料理研究家 

 食文化 神 崎 宣 武 H27.1.26 選考委員 なし 民俗学者 

 食文化 宮 嶋   勲 H27.1.26 選考委員 なし ジャーナリスト 

      （20 名） 

 顧 問 今 野 和 郎 H23.8.1  なし 全国税理士共栄会文化財団元理事長 

 顧 問 惣 洞 和 子 H23.8.1  なし 全国税理士共栄会文化財団元理事長 

 顧 問 南 口 純 一 R1.10.1  なし 全国税理士共栄会文化財団前理事長 

      （ 3 名） 

＊任 期 

評 議 員：令和 1 年定時評議員会終結時から令和 5 年定時評議員会終結時 
理   事：令和 1 年定時評議員会終結時から令和 3 年定時評議員会終結時 
監   事：令和 1 年定時評議員会終結時から令和 5 年定時評議員会終結時 
選考委員：令和 1 年 8 月 1 日から令和 3 年 7 月 31 日 
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2．職員に関する事項 

職 務 氏 名 就任年月日 担任事務 

局  長 佐 伯   仁 H24．4．1 職員の管理監督等 

課長補佐 桑 原 加奈子 H14．5.10 事務全般 

職  員 宮 崎   真 H26. 8. 1 事務全般 
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3． 役 員 会 等 に 関 す る 事 項  

 

（ 1）理事会  

開 催 日  議 事 事 項  会 議 結 果  

令和2年9月16日 

1 .第 2 9 期 事 業 報 告 に 関 す る 件  

2 .第 2 9 期 収 支 決 算 報 告 に 関 す る 件  

3 .定 時 評 議 員 会 開 催 等 に 関 す る 件  

4 .定 時 評 議 員 会 提 出 議 案 等 に 関 す る 件  

原案どおり可決 

令和3年1月27日 

（決議の省略） 

1 .第 2 9 回 顕 彰 受 賞 者 に 関 す る 件  

2 .第 3 0 期 助 成 該 当 者 に 関 す る 件  

3 .特 定 資 産 定 期 預 金 満 期 後 の 運 用 に 関 す る 件  

4 .理 事 長 、 副 理 事 長 、 専 務 理 事 及 び 常 務 理 事  

の 職 務 執 行 の 状 況 に つ い て（ 報 告・ 1 回 目 ） 

原案どおり可決 

令和3年6月4日 

（決議の省略） 

1 .第 3 1 期 事 業 計 画 書 に 関 す る 件  

2 .第 3 1 期 収 支 予 算 書 に 関 す る 件  

3 .定 款 の 一 部 変 更 に 関 す る 件  

4 .評 議 員 の 辞 任 に 伴 う 補 充 選 任 に 関 す る 件  

5 .選 考 委 員 の 任 期 満 了 に 伴 う 改 選 に 関 す る 件  

6 .基 本 財 産 定 期 預 金 満 期 後 の 運 用 に 関 す る 件  

7 .退 任 者 に 対 す る 感 謝 状 等 の 贈 呈 に 関 す る 件  

8 .第 3 0 期 助 成 決 定 者 に 対 す る 今 後 の 対 応 に  

関 す る 件  

9 .臨 時 評 議 員 会 開 催 等 に 関 す る 件  

1 0 .臨 時 評 議 員 会 提 出 議 案 等 に 関 す る 件  

1 1 .創 立 3 0 周 年 記 念 式 典 等 に 関 す る 件  

1 2 .理 事 長 、 副 理 事 長 、 専 務 理 事 及 び 常 務 理 事  

  の 職 務 執 行 の 状 況 に つ い て（ 報 告・ 2 回 目 ） 

原案どおり可決 

 

＊ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 に よ り 、 令 和 3 年 1 月 以 降 の 理 事 会 は 決 議 の  

省 略 の 方 法 を 以 っ て 実 施 し た た め 、 理 事 長 、 副 理 事 長 、 専 務 理 事 及 び 常 務 理 事  

の 職 務 執 行 状 況 に つ い て （ 1 回 目 ・ 2 回 目 ） は 書 面 に よ り 報 告 し た が 、 正 式 な 報  

告 は 次 回 理 事 会 （ 実 開 催 ） に お い て 改 め て 行 う 。  
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（ 2）評議員会  

開 催 日  議 事 事 項  会 議 結 果  

令和2年10月1日 
1 .第 2 9 期 事 業 報 告 に 関 す る 件  

2 .第 2 9 期 収 支 決 算 報 告 に 関 す る 件  
原案どおり可決 

令和3年6月15日 

（決議の省略） 

1 .定 款 の 一 部 変 更 に 関 す る 件  

2 .評 議 員 の 辞 任 に 伴 う 補 充 選 任 に 関 す る 件  
原案どおり可決 

 
（ 3）監事会  

開 催 日  議 事 事 項  監 査 報 告  

令和2年8月24日 

第 29 期 中 間 監 査  

令 和 2 年 2 月 1 日 か ら 令 和 2 年 7 月 31

日 ま で  

 

第 29 期 決 算 監 査  

令 和 1 年 8 月 1 日 か ら 令 和 2 年 7 月 31

日 ま で  

事 業 報 告 は 法 令 及 び 定

款 に 従 い 法 人 の 状 況 を

正 し く 示 し て お り 、 理

事 の 職 務 執 行 に 関 す る

不 正 行 為 又 は 法 令 若 し

く は 定 款 に 違 反 す る 重

大 な 事 実 は 認 め ら れ な

い 。  

計 算 書 類 及 び そ の 附 属

明 細 書 並 び に 財 産 目 録

は 法 人 の 財 産 及 び 損 益

の 状 況 を 全 て の 重 要 な

点 に お い て 適 法 且 つ 適

正 に 示 し て い る 。  

令和3年3月3日 

第 30 期 中 間 監 査  

令 和 2 年 8 月 1 日 か ら 令 和 3 年 1 月 31

日 ま で  

監 査 対 象 期 間 の 業 務 は

法 令 及 び 定 款 に 従 い 、

適 法 且 つ 適 正 に 執 行 さ

れ て い る 。  

財 務 諸 表 及 び 財 産 目 録

等 は 、 法 人 の 財 産 及 び

収 支 の 状 況 を す べ て 適

法 且 つ 適 正 に 処 理 さ れ

て い る 。  
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（ 4）選考委員会  

開 催 日  議 事 事 項  会 議 結 果  

令和 2年 12月 21日  

1 .第 2 9 回 顕 彰 ｢全 税 共  人 と 地 域 の 文 化 賞 ｣対

象 の 選 考 に 関 す る 件  

2 .第 3 0 期 助 成 対 象 の 選 考 に 関 す る 件  

選考結果参照 

 

＜選考結果＞  
 
   ①顕  彰（第 29 回「全税共  人と地域の文化賞」）  

   【伝統工芸技術分野】  

  青木  昭夫（長野県長野市） 

正  賞：ブロンズ像（粟津  潔  作）  

賞  金： 100 万円（本財団）  

副  賞： 100 万円（出捐団体 /全国税理士共栄会）  

  

②助  成  

1.芸術活動分野    21 件 /計 1,025 万円  

2.伝統芸能分野     10 件 /計  400 万円  

3.伝統工芸技術分野   6 件 /計  215 万円  

4.食文化分野      4 件 /計  160 万円  

 
4． 文 部 科 学 大 臣 宛 の 提 出 書 類 に 関 す る 事 項  

  該当なし  

 

5． 内 閣 府 等 宛 の 提 出 書 類 に 関 す る 事 項  

提 出 日  届 出 ・ 報 告 事 項  

令 和 2年 1 0月 3 0日  令 和 元 年 度 事 業 報 告 等 の 提 出  

令 和 3年 7月 4日  令 和 3 年 度 事 業 計 画 等 の 提 出  

令 和 3年 7月 1 4日  変 更 の 届 出 （ 定 款 の 変 更 ）  

令 和 3年 7月 3 0日  変 更 の 届 出 （ 評 議 員 の 変 更 ）  

 

6． 諸 官 庁 宛 の 提 出 書 類 に 関 す る 事 項  

提 出 日  提 出 書 類  官 庁 名  

令 和 3年 1月 2 7日  
令 和 2 年 分 給 与 所 得 の 源 泉 徴 収 票 等 の  

法 定 調 書 合 計 表  
品 川 税 務 署  
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7．登記に関する事項  

提 出 日  提 出 書 類  官 庁 名  

令和 3年 7月 14日  評 議 員 変 更 登 記  東 京 法 務 局  

 

8． 附 属 明 細 書 に 関 す る 事 項  

令 和 1 年 度 事 業 報 告 に は 、 「 一 般 社 団 法 人 及 び 一 般 財 団 法

人 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 」第 3 4 条 第 3 項 に 規 定 す る 附 属 明 細

書 「 事 業 報 告 の 内 容 を 補 足 す る 重 要 な 事 項 」 が 存 在 し な い の

で 作 成 し な い 。  

 
 

以 上  


